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―― どのような研究内容か？

現在、心不全が急速に増えています。心不全は、心臓の働
きが不十分な状態で、息切れがしたり、体があまり動かせな
くなったりします。重症の場合は入院治療が必要になります。
心臓病の死因の中でも心不全は増加し続けています。また、
高齢化とともに腎臓の病気や糖尿病など、他の生活習慣病を
同時に持っている人が増えています。例えば腎臓病は心不全
を増やすこと、逆に心不全は腎臓病を悪くすることが分かっ
ています。このように、心不全自体が増えていること、さら
にいろいろな生活習慣病が影響し合って病気が悪くなること
が大きな問題となっています。ところが、心不全がどうやっ
て進むのか、そのメカニズムは十分に分かっておらず、心臓
や腎臓が影響し合うメカニズムについては研究が始まったば
かりです。現在急速に増えている心不全を中心とした病気に

対処するためには、そのメカニズムを理解して、新たな薬を
作ることが必要です。

今回の研究では、心臓に与えられたストレスに対して、心
臓と脳と腎臓が連携して働くことによって心臓を守っている
こ と を 明 ら か に し ま し た。 心 臓 と 脳 と 腎 臓 は、 神 経 や
GM-CSF という血液の中を流れるたんぱく質によって一緒に
働きます。また、心臓においては、免疫細胞の一種であるマ
クロファージがアンフィレグリンというたんぱく質を作って
心臓を守っています。このように、心臓は、心臓だけでなく、
腎臓や神経、免疫といったいろいろな臓器や機能が協同して
働くことによって守られています。腎臓が悪くなると、この
連携のメカニズムがうまく働かなくなり、心不全を起こしや
すいと考えられます。

―― 何の役に立つ研究なのか？

今回の研究成果は、心臓と腎臓の新しいつながり方（連携
メカニズム）を明らかにしました。また、マクロファージが
心臓を守る大事な細胞であることを明らかにしました。今回
見つけたたんぱく質や、神経の働きは、新しい心不全の薬を
作る時に、重要な薬を作用させる標的になります。また、心
不全や腎臓病の患者さんで今回見つけた臓器の連携機能がど
のように障害されているかを調べることによって、あたらし
い診断法の開発にもつながります。

―― 今後の計画は？

心不全や腎臓病が増えている大きな原因は高齢化です。加
齢によって今回見つけた臓器連携の機能がどのように変わっ
ているのか、また、マクロファージや神経の働きがどう変
わっているかを調べることによって、高齢者で何故このよう図１：心臓を守る心臓－脳－腎臓のネットワーク
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な病気が増えるのか、明らかにできると考えています。また、
さらに詳細なメカニズムを調べることによって、さらに新し
い薬の標的が見つかると考えています。

―― 関連ウェブサイトへのリンクURL

▶http://plaza.umin.ac.jp/manabe
▶千葉大学プレスリリース

――  成果を客観的に示す論文や新聞等での掲
載の紹介
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A heart-brain-kidney network controls adaptation to 
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―― この研究の「強み」は？

いろいろな細胞や、いろいろな臓器の間の働き合いを研究
することによって、全く新しいメカニズムを明らかにするこ
とができました。また、今回見つけたメカニズムは、今増え
ている心不全を理解する大きな助けになります。

―― 学生や若手研究者へのメッセージ

医学や生物学には未解決の問題が無数に残されています。
今回の研究は、心不全を、臓器や細胞の間の相互作用という
少し違った視点からみることによって、新しい発見につなが
りました。現在、実験の技術やコンピュータを使った解析技
術が急速に進んでいます。今は、このようなテクノロジーの
急速な進歩によって医学研究が大きく変わる潮目にあると思
います。若い研究者や学生の皆さんには、新しいテクノロ
ジーを積極的に取り入れ、すぐに結果が予想できるような課
題ではなく、難しくても本質的な問題に取り組んで、科学を
前に進めることに取り組んで欲しいと思います。また、その
ような若手研究者をできるだけサポートしていきたいと考え
ています。私たちの研究に興味があったら、いつでもメール
でご連絡下さい。
manabe-tky（アットマーク）umin.ac.jp


